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ム
カ
ー
ド
の
導
入
等
検
討
し
た
い
。

長
時
間
労
働
の
背
景
に
は
パ

ソ
コ
ン
の
台
数
不
足
が
あ
る
。小
・

中
学
校
に
分
け
て
、
市
内
公
立
小

中
学
校
の
事
務
員
を
除
く
直
近
の

教
員
数
と
、
教
員
が
使
用
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
の
台
数
は
。

平
成
30
年
５
月
１
日
時
点
で
、

小
学
校
４
６
５
人
、
中
学
校
２
７

４
人
の
計
７
３
９
人
。
教
員
が
使

用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
は
、
授
業
等

で
使
用
す
る
教
務
用
と
、
主
に
職

員
室
で
使
用
す
る
校
務
用
が
あ
る
。

小
学
校
は
教
務
用
80
台
、
校
務
用

１
６
４
台
、
中
学
校
は
教
務
用
39

台
、
校
務
用
83
台
。

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
は
何
人
で

１
台
使
用
し
て
い
る
の
か
。

小
学
校
は
２
．
８
人
に
１
台
、

中
学
校
は
３
．
３
人
に
１
台
。

紛
失
事
案
が
発
生
し
た
小
学

校
の
教
員
数
と
校
務
用
の
数
、
ま

た
、
校
務
用
を
何
人
で
１
台
使
用

し
て
い
る
の
か
。

教
員
数
34
人
、
校
務
用
が
11

台
、
３
人
に
１
台
の
使
用
。

私
物
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
を

持
ち
込
む
原
因
に
、
パ
ソ
コ
ン
の

圧
倒
的
な
台
数
不
足
が
あ
る
と
考

え
る
。
御
所
市
で
は
、
教
員
１
人

に
校
務
用
・
教
務
用
を
各
１
台
支

給
し
て
い
る
。
単
純
に
比
較
で
き

な
い
が
、
仕
事
の
持
ち
帰
り
を
防

ぎ
、
効
率
化
の
為
に
も
パ
ソ
コ
ン

台
数
の
増
加
を
考
え
て
ほ
し
い
。

来
年
度
以
降
の
予
算
で
、
パ
ソ
コ

ン
台
数
の
計
画
増
を
含
め
た
長
時

間
労
働
、
持
ち
帰
り
労
働
の
削
減

対
策
と
、
現
状
の
考
え
は
。

パ
ソ
コ
ン
台
数
の
増
加
で
、

効
率
的
な
校
務
処
理
が
で
き
、
長

時
間
労
働
や
持
ち
帰
り
労
働
の
削

減
に
つ
な
が
る
為
、
環
境
整
備
に

向
け
て
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
県

の
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で

き
る
環
境
整
備
を
考
え
て
い
る
。

学
校
現
場
の
労
働
環
境
が
早

急
に
改
善
し
て
、
他
市
に
先
駆
け

た
良
質
な
教
育
行
政
が
実
現
す
る

こ
と
を
切
に
希
望
す
る
。
長
時
間

労
働
の
対
策
等
は
、
労
働
時
間
の

把
握
か
ら
始
ま
る
が
、
労
働
時
間

の
把
握
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入

に
つ
い
て
、
教
育
長
の
見
解
は
。

教
職
員
が
働
き
過
ぎ
て
疲
弊

す
れ
ば
質
の
高
い
教
育
は
望
め
な

い
。
教
職
員
は
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
身
の
丈
を
超
え
る
仕
事
を

抱
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
長
時

間
労
働
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
ず
は
管
理
職
の
教
職

員
が
各
教
職
員
の
勤
務
実
態
を
十

分
に
把
握
し
て
指
導
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
、

小
中
学
校
の
一
部
に
試
験
的
に
導

入
し
て
、
効
果
を
確
か
め
、
教
員

の
長
時
間
労
働
の
是
正
、
働
き
方

改
革
に
つ
な
げ
た
い
。
仕
事
を
持

ち
帰
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

パ
ソ
コ
ン
等
の
導
入
も
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

USBメモリー

一般質問般質問問
大
北
か
ず
す
け

大
北
か
ず
す
け

　　
（
公
明
党
）

防　
　
　
　
　

災

９
月
４
日
の
台
風
被
害
で
避

難
所
等
の
状
況
は
。

避
難
所
44
カ
所
の
う
ち
、
避

難
を
さ
れ
た
施
設
が
23
施
設
で
全

体
の
避
難
者
数
は
１
４
５
名
で
支

援
が
必
要
な
方
は
20
名
。
ま
た
、

避
難
者
の
方
に
対
し
て
、
防
災
協

定
先
で
あ
る
「
市
民
生
活
協
同
組

合
な
ら
コ
ー
プ
」
の
協
力
に
よ
り

パ
ン
や
水
を
配
布
し
た
。

本
市
が
導
入
を
考
え
て
い
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
説
明
を
。

罹
災
証
明
の
発
行
な
ど
被
災

者
生
活
再
建
支
援
業
務
を
総
合
的

に
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
罹
災

証
明
書
の
迅
速
な
発
行
が
実
現
で

き
、
仮
設
住
宅
の
手
配
状
況
、
支

援
金
の
支
給
な
ど
罹
災
状
況
に
応

じ
て
、
庁
内
で
横
断
的
に
実
施
す

る
多
様
な
被
災
者
生
活
再
建
支
援

の
状
況
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

一
元
管
理
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り

危
機
管
理
に
係
る
共
同
研
究
を
国

立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術

研
究
所
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
実

施
し
て
い
る
。

熊
本
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
当

初
導
入
し
て
い
た
が
、
翌
年
か
ら

莫
大
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
請

求
さ
れ
、
取
り
や
め
し
て
い
る
状

況
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
公
明
党

が
以
前
か
ら
進
め
て
い
る
の
が
西

宮
市
で
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
、

現
在
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
の
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
が
全
国
の
地
方
公
共
団
体
に
無

償
で
公
開
提
供
し
て
い
る
。

被
災
者
支
援
の
た
め
の
基
礎
自
治

体
の
要
望
に
応
え
て
、
絶
え
ず
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
お
り
市
が

こ
れ
か
ら
構
築
し
よ
う
と
し
て
い

る
部
分
が
完
成
し
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
、
無
料
で
利
用
で
き

る
が
市
と
し
て
そ
れ
で
も
共
同
開

発
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
。

西
宮
市
が
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経

験
を
生
か
し
独
自
で
開
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
機
能
は
多
岐

に
わ
た
る
災
害
対
応
業
務
を
処
理

す
る
上
で
す
ぐ
れ
て
い
る
と
認
識

も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
で

活
用
し
て
い
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｅ
Ｏ

Ｃ
」
は
、
こ
の
機
能
に
含
ま
れ
て

い
る
部
分
も
多
く
あ
り
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
も
で
き
、
災
害
発
生
後
の

状
況
に
応
じ
て
迅
速
な
災
害
対
応

が
可
能
で
あ
る
。
今
後
も
「
Ｗ
ｅ

ｂ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
」
を
活
用
し
て
い
き
た

い
。

避
難
行
動
支
援
シ
ス
テ
ム
の

名
簿
の
更
新
ペ
ー
ス
は
。

12
月
に
一
括
し
て
更
新
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
転
居
・
転
出
・

死
亡
等
は
毎
月
、
住
基
デ
ー
タ
と

連
動
し
そ
の
都
度
更
新
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
に
被
災
す
る
と

地
籍
が
明
確
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
る
。
地
籍
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
登
記
簿
の
記
載
が
修
正
さ

れ
、
地
図
が
更
新
さ
れ
る
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
算
出
の
際
の
基
礎
情

報
と
な
る
な
ど
行
政
事
務
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
本
市

の
地
籍
調
査
の
状
況
は
。
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